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研究成果の概要（和文）：　本研究では、人工衛星やドローンを使用したリモートセンシング技術により、被害
把握手法の高度化と、その解析技術に基づく行政の災害関連業務効率化の効果の評価に関する研究に取り組ん
だ。
　リモートセンシングによる被害把握手法の高度化の研究では、合成開口レーダ画像や光学画像による津波浸水
ラインの抽出手法の高度化、建物被害推計技術の高度化、地滑り地域の予測手法の検討、洪水や津波の浸水深予
測手法の開発に取り組んだ。
　災害対応業務効率化の効果検証の研究では、行政のニーズの分析や、リモートセンシングを使用することで、
災害対応業務の時間の短縮効果を、過去の災害対応実績から評価した。

研究成果の概要（英文）：  We addressed the research issues as follow;(1) Improvement of damage 
detection technique for areas affected by natural disaster based on remote sensing technology using 
satellite and drone.(2) Evaluation of effects of these remote sensing techniques on the reduction of
 work loads related to disaster management activities done by the local government.
  Regarding research issue (1), we have achieved the improvement of techniques in detecting 
inundation line due to the tsunami disaster and detecting building damage, the development of 
estimating inundation depth due to tsunami or flood disaster. In addition, we addressed the research
 for identifying landslide area using SAR data.Regarding research issue (2), we have evaluated the 
necessary information for local government, which can be obtained using remote sensing technology, 
and effects of remote sensing technology for reducing the time of disaster relief activities of 
local government. 

研究分野：津波災害の総合管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的な意義は、様々な種類のセンサを組み合わせて、これまでに抽出できなかった地表面の変化を把握でき
るようになった点や、これまで検討が行われてこなかった、衛星画像解析結果と実際の津波・洪水被災地の浸水
深の量的な関係を分析し、衛星画像解析結果に基づきこれらの浸水深を予測する手法の開発に取り組んだ点にあ
る。
　社会的な意義は、災害発生直後の情報通信手段が途絶されている状況で、これらの開発した技術を早期被害把
握に利用するための基礎研究を行ったことと、まだ検討範囲は限られているが、これらの技術を社会で使用した
場合に、行政の負担軽減効果がどの程度あるのかを調査し、その有効性を量的に評価したことにある。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
	 災害リモートセンシングの技術開発は、自然災害発生時の広域被害把握に有効であり、その
技術開発も進められてきているが、実際の災害対応業務や、復旧復興の枠組みに、これまでに
開発されてきた技術が十分に活用されているとは言い難い。その一因として，人工衛星やヘリ
コプター，UAV 等の各種プラットフォームにより得られた情報を，これらの業務に効果的に
活用するためのスキームが十分に構築されていないことが挙げられる。 
 
２．研究の目的 
災害リモートセンシングを社会実装し，災害発生後の関連業務に効果的に活用するための手法
を確立すること。 
 
３．研究の方法 
（１）高分解光学衛星画像と合成開口レーダ、UAV による、自然災害被災地の建物被害把握
手法の高度化を図る。次に、（２）様々なセンサによる複数の被害把握結果の相互利用による，
高い信頼性を有する被害判定手法を開発する。そして、（３）地方自治体の災害関連業務と要求
分析による、効果的なリモートセンシングの活用手法の構築、（４）リモートセンシング技術に
よる災害関連業務の効率化の効果の評価を行う。  
	
４．研究成果	
（１）合成開口レーダを使用した津波による建物被害推計手法の高度化をした。本プロジェク
トに着手する前から行っていた研究を発展させた形になるが、これまで X-バンドで開発してい
た被害把握手法を L-バンドの画像に適用できるように拡張を行った（図 1）。	

	

図１建物被害推計例（（A）仙台市の建物被害を X-バンドのレーダで推計，（B）仙台市の建物被害を L-バンド
のレーダで推計，（C）仙台市の流失建物・残存建物の分布，（D）宮城県亘理町の建物被害を X-バンドのレー
ダで推計，（E）宮城県亘理町の建物被害を L-バンドのレーダで推計，(F)	宮城県亘理町の建物被害率の空間

分布）	

（２）高分解能光学衛星画像と合成開口レーダを組み合わせた解析により、津波浸水域の推定
手法の高度化をした。具体的には、従来の合成開口レーダのみを使用した浸水域抽出手法と、
光学センサと合成開口レーダを組み合わせた浸水域抽出手法を比較し、両センサを組み合わせ
た解析によって、今まで抽出が困難であった土地利用状況において抽出精度が向上することを
示した（図 2）。	



	

図 2 浸水域抽出の例（左：光学画像とレーダにより抽出，右：レーダのみにより抽出）	

（３）所属研究室で以前行われた、地方自治体の災害対応業務の分析結果（フローチャート）
をもとに、リモートセンシング技術がどの災害対応業務に貢献するのかを検討するとともに、
地方行政へ聞き取りを行い、リモートセンシングを通じて得られる情報の中でも、災害発生直
後に特に欲しい情報について聞き取りをした。そこでは、時間をかけて信頼性の高い被害情報
が提供されるよりも、多少粗いデータでも良いのでもっと短時間で情報が欲しい要望をいただ
いた。	
（４）2011 年東北地方太平洋沖地震津波で被災した地方自治体に聞き取りを行い、罹災証明の
ための建物被害把握に費やした日数と行政職員の人数を調査した。その結果、これまでに申請
者が開発してきた流失建物棟数の被害推計手法を利用することにより、条件が整えば、13 日程
度、初動の時間を早められる可能性があることがわかった。また、南海トラフ巨大地震津波の
想定被災地域の自治体の危機管理課の職員に協力を依頼し、衛星画像により土砂災害の被災地
域を予想できた場合と予想できなかった場合で、被災地域の特定までにかかる時間がどれだけ
短縮できるかの実験を行った。	
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